
2枚以内とし、超える分は参考資料としてください

※（１）（２）について、複数ある場合は項目毎に対応の記載をお願いします。

※既に構想中、実施中のプロジェクトがある場合は、別途そのプロジェクト単独での提案も可能です。

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

（３）その他

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

技術の概要・実績等
技術の
分野

解決する課題のイメージ
課題の
分類

当協会は、ロジスティクスの視点から経営の効率化や環境負荷低減、安心・安全等を普及推進し、企業経営と日本
の国際競争力強化に貢献することを目的に設立されました。
物流・ロジスティクスに関わる、多用な産業分野・業種から、経営トップ、部門長、管理者、現場リーダー等、幅広い
方々に活動に参画いただき、全体最適の実現を目指した課題解決に向け、活動を進めております。

少子高齢化に伴う労働力不足やニーズの多様化によるECの台頭等、ロジスティクス・物流を取り巻く環境は急激に
変化しており、各企業においてはこれまでの企業活動のあり方を見直し、あらゆる領域において持続可能なあるべ
き姿を目指す必要があります。

当協会では、スマートシティ実現のうえで重要な役割を果たすロジスティクス・物流機能について、製造業・卸／小売
業・物流事業者といった各プレーヤーとともに、あるべき姿を提唱し、また実現に向けた取り組みを促すための議論
の場を多数設け、活動を行っております。

それら活動を踏まえ、スマートシティ実現に向けた議論に微力ながら尽力いたしたく存じます。
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スマートシティ実現のうえで重要な役割を果たすロジスティクス・物流機能について、当協会会員企業をはじめとした
産業界の現状や課題、要望等を集約し、議論の中で具体的な助言を申しあげることが可能かと存じます。
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スマートシティの実現に向けた技術提案書

○提案内容

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

19 日

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 （複数団体による提案も可とします）

提出年月日： 2019 年 12 月

提案団体名：

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

JILS総合研究所 松井　拓 03-3436-3191 matsui@logistics.or.jp
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